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8μ m 付近に存在する N
，
Ov1並びに 2v2バ ン ドの高分解能吸収ス ペク トル測定

○田中智章 横田達也 中島英彰t 笹野泰弘 （国立環境研究所）深堀正志，

　　　　 渡邊猛 （東レリサ
ー
チセンター）

青木忠生 （気象研究所），

1．緒曾

　　N20は、温室効果ガス であるとともに、オゾン層 の

形成や消滅などにも深く関わ っ て いる大気の微量成分

である。そ のため大気中の N20濃度を継続的に観測す

るこ とは非常に重要である 。 リモ ートセンシングは地

球環境を広範囲か つ 継続的に観測する の に適 した方法

である。 リモ ートセンシ ングによる大気微量成分測定

では対象となる大気成分の吸収線強度、半値半幅等の

ラインパ ラメ
ータの精度が リトリーバ ル結果に大きく

影響するために、非常に精度の よいラインパ ラメータ

が要求される 。 本研究で は 8μ m 付近に存在する N20　Vt

並びに 2v2バ ン ドの高分解能吸収ス ペ ク トル測定を行

っ た 。 v1 バ ン ドは 7，8μm 付近に存在し強い吸収を持っ

て お り大気の 温室効果に大きく影響を及ぼして い る。

環境観測技術衛星み どり H に搭載されて い る改良型

大気周縁赤外分光計
一IIetAs−II｝の デ

ー
タ解析には吸

収線デー
タベ ー

ス HITMN2Kが用い られるがガス 種に

よっ て は十分な精度が得られ て おらず、 吸収線データ

ベ ー
ス としての妥当性を検証する こ とが必要である。

2．実験

　　測定は東レ リサーチセンタ
ー

におい て高分解能フ

ーリエ 変換赤外分光計 ｛Bruker製 IFS−120HR｝を用 い て

行 っ た 。 試料気体として は N20純気体と 晦O と N2並び

に N20と 02の 混合気体 の 測定 を行 っ た。；則定は室温下

で試料気体の圧力につ い ては、N20純気体、　 N2、 02と
の 混合気体 の それぞれにつ い て 圧力を変えて 測定を行

っ た。

3 ．結果と考察

　　測定した 吸収ス ペ ク トル は非線形最小 自乗法を用

い た フ ィ ッ テ ィ ングを行い、線強度と半値半幅を同時

に求めた 。線強度か ら遷移双極子 モ ーメ ン ト R と

Herrnan−WaIIis因子 ｛Fω＝［1＋alm＋a2m2］2】につ いて解析

を行 っ た。図 1，2にそれぞれ本実験から得られた v1，2Vz

バ ン ドのlRi2と HITRAN2Kの値 〔実線〕の比較を m 数を

横軸として 示す。m 数は遷移の下位の回転量子数 J
’
を

用い て m＝Js＋1｛R−Branch〕，　 rn＝ −J
”
｛P−Branch）で表す こ

とが出来る 。 本実験の線強度の 値 と HITMN2Kの値はお

おむね
一

致 して い る。また表 1には Band　Strength　（Sv｝

と Herrnan−Wallis因子を示す。

　本発表では吸収帯の線強度、半値半幅等を高い精度

で 測定し、そ の 温度依存性につ い て吸収線パ ラメ
ー

タ

を求める。そ して 吸収線デー
タ ベ ー

ス HlTRAN2Kとの比

較を行いデータベース に掲載されて いる値の妥当性に

つ い て議論する。更に振動と回転の 相互作用を表す

Herman−Wallis 因子、また混合気体との衝突による半

値半幅の広がりで ある衝突幅を求め文献値 との 比較、

また理論との比較検討につ い ても報告する予定である 。
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図 1N20v1 バ ン ドの 遷移双 極子モ
ー

メ ン トIR12と m 数
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　図 2N202v2バ ン ドの 遷移双極子モ
ーメ ン トLR12と m 数

表 1．N20　vl、2vzバ ン ドの Svと Herman−Wallis因子

Band Sv alX104 　　　 a2×105
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